






研究目的 

新生児医療の進歩により超未熟児・極小未熟児の生存率は増加している。これらの低出生

体重児の後障害については,脳性麻痺(CP),精神遅滞(MR)などの他に,最近は幼稚園や就学

してからの注意欠陥，多動障害 ADHD や学習障害 LD が注目されている。そして,これらの

ADHD や LD の小児は,現行の乳児健診では異常に気付かれないことが多い。 

今回,我々は従来の方法とは異なる低出生体重児の知的・社会的(対人的)発達について,少

数例ではあっても綿密にフォローアップし,その発達的特徴を明らかにし,保健指導のため

の基礎的資料を得ることを目的として,学際的な研究チームをつくり,フォローアップ研究

をおこなっている。 


